
令和 2年 4月 7日 

理事長 岡野 英夫 

 

会 員 の 皆 さ ま へ 
 

陽春の候 ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。 

会員の皆さまには、日本の繁栄と御皇室の弥栄を標榜する本会発展のためご尽力賜りま

すこと衷心より厚く感謝申し上げます。 

 

皆さまもすでに御承知の通り、新型コロナウイルス感染症は、瞬く間に世界中に拡散し、

その猛威は止まる所を知らず世界の人々は不安と恐怖に慄いています。その感染症の終息

への各国の対応は壮絶を極め、多数の尊い命が失われています。 

そうした対策に従事しておられる医療関係の皆さまをはじめ多くの皆さまの献身的なご

努力に深く敬意を表しますとともに、犠牲となられた方々のご冥福と罹患された方々の一

日も早いご回復をお祈りいたします。 

 

今、私たちの日常生活は、そうした不安と恐れの中にあり、社会生活は非常に困難な状

態にあります。新型コロナウイルス感染症は、私たちを苦しめ、悲しませるために発生し

たものではありません。発生の原因が何であれ、この世に存在するすべての事柄には、大

自然の運行や現象の奥にも、神の意志が存在します。天災地変なども同様に、変化しなけ

ればならない時代であればこそ授かった試練であり神の慈悲から出た示唆であることを認

識する必要があります。 

 

神によって創造された宇宙に神の意志の遍満しない理由はないと金剛様は「真行」の中

でお説きになっておられます。2020年は人類の目覚めを促す波動が大きくなるときだから

こそ、与えられるものなのです。人は何故この世に生まれてきたのか、何をするための存

在であるのかに気づかなければなりません。私たちの価値観や信念、思考や感性を変化さ

せ、再構築し前進する時なのです。 

 

こうした時には、自身のまわりに起きるすべてのことは、私たちを結束する方向に誘い

ます。東日本大震災の時にもそうであったように人々は動き、互いに助け合います。それ

こそが、今求められていることであり、私たちは、お互いのために存在しなければなりま

せん。今、行われていることを確実に見据えて神の意識と繋がれるように目覚めなくては

いけないのです。 

 

新型コロナウイルスは、家畜のように扱われ、命を奪われた人々の怨念から発生したも

のであると思います。幽顕一致の理法は、絶対の法則です。現界の混乱は、霊界の乱れを

意味します。そうした恨みの波動と同調しないように自己の心を戒め、一日も早く感染症

が終息するように、その霊を慰め浄化していかなければなりません。 

 

人は完成された存在ではありませんので、不幸にもそうした縁に触れてしまうこともあ

るかもしれません。しかし、恐れないでください。金剛さまは太神から授かった御五法の

威神力をもって尊い御神宝も神秘な黒御符も残して下さっています。金剛さまの偉大な御

霊力を信じ、祈願文を復唱し神々に祈らせていただきましょう。 

 

いまこそ解脱の真価が問われる時です。ご精進ください。 

 

皆さまのお幸せを心から祈念いたします。 


